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AN204457 

S6J3110 / S6J3120 シリーズ A/D コンバータの使用方法 

関連製品ファミリ: セクション 2を参照 
  

本アプリケーションノートは、サイプレス製マイコン Traveoファミリ S6J3110 / S6J3120シリーズの利用を検討されてい

る方を対象としています。本アプリケーションノートでは、A/D変換の基本的な使用方法とレンジ比較機能の使用方法につ

いて説明します。 
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1 はじめに 

1.1 この文書について 

本アプリケーションノートは、サイプレス製マイコン Traveoファミリ S6J3110 / S6J3120シリーズの利用を検討さ

れている方を対象としています。本アプリケーションノートでは、A/D 変換の基本的な使用方法とレンジ比較機能の

使用方法について説明します。 

2 対象製品 

本アプリケーションノートに記載されている内容の対象製品は、下記のとおりです。 

シリーズ名 品種型格 (パッケージサフィックスは除く) 

S6J3110 S6J3118, S6J3119, S6J311A, S6J311B, S6J311C, S6J311D, S6J311E 

S6J3120 S6J3128, S6J3129, S6J312A 
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3 概要 

S6J3110 / S6J3120シリーズにおける 12ビット A/Dコンバータは、RC逐次比較変換方式でアナログ入力電圧を 12

ビットのデジタル値に変換します。A/D 起動要因の入力により、A/D 変換を行います。また、A/D 変換された結果が

上限閾値レジスタおよび下限閾値レジスタで設定された範囲内もしくは範囲外の比較を行うレンジ比較機能も搭載し

ており、これらの機能について説明します。 

3.1 A/D起動コンペアの機能について 

A/D起動コンペアの機能について以下に示します。 

3.1.1  アナログ入力制御  

2ユニットの A/Dコンバータで、最大 64チャネルのアナログ入力の許可/禁止を選択することが可能です。 

3.1.2  起動チャネル  

A/D 起動要求制御、および A/D 変換データ格納を起動チャネル単位で行います。A/D 起動チャネルは、12 ビット

A/Dコンバータの各ユニットと対応しています。対応は以下のようになっています。 

 起動チャネル 0～31：12bit A/Dコンバータユニット 0 

 起動チャネル 32～63：12bit A/Dコンバータユニット 1 

3.1.3  A/D 起動要求  

各起動チャネルは、以下の A/D起動要求要因から選択できます。なお、起動チャネル内では A/D変換(起動要求)中の

再起動はできません。 

 ソフトウェア 

 ベースタイマ(リロードタイマ, PWMタイマ) 

 フリーランタイマコンペア一致 

ソフトウェア起動, リロードタイマおよび PWMタイマ起動は、任意の起動チャネルを選択可能です。 

フリーランタイマコンペア一致起動は、フリーランタイマ値と各起動チャネルのコンペアレジスタが一致したときに

A/D起動要求を行います。 

起動要求は、起動チャネルごとにシングルモードまたはリピートモードの選択が可能です。 

シングルモードでは、1 回の起動要因で 1 回の起動要求を行います。リピートモードでは、1 回の起動要因で起動要

求を継続します。 

3.1.4  A/D 変換データ  

A/D 変換終了時に、A/D データレジスタに変換データを格納します。A/D データレジスタは、起動チャネルごとにあ

ります。各 A/D データレジスタ内には、エラーフラグビットおよびエラー状態ビットが存在し、これらの値より

A/D変換結果の状態を知ることができます。 

3.1.5  A/D 変換回数を指定したスキャン変換  

起動チャネルごとに A/D 変換回数を指定したスキャン変換ができます。A/D 変換回数を指定したスキャン変換は、

A/Dコンバータのユニットあたりに 1種類の設定ができます。A/D変換回数の指定は、1回～4回を選択できます。 

3.1.6  レンジ比較機能  

起動チャネルごとに、A/D変換結果と上下限閾値をレンジ比較して検出することができます。 

 上下限閾値の設定は最大 4種類設定可能。各起動チャネルは、4種類の上下限閾値設定の中から 1つの組合せを

選択。 

 上下限閾値の範囲内、もしくは範囲外確認の選択可能。 

 連続検出回数の設定可能(1～7回から選択可能)。 

3.1.7  割込み要求  

各起動チャネルは、A/D変換終了時に、割込み要求を発生できます。 
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3.1.8  データ保護機能  

各 A/D データレジスタは、データ保護機能を設定できます。なお、保護機能はコンペア一致起動以外の要因のとき

に有効です。データ保護機能が有効時、A/D データレジスタのデータ読出しと割込みフラグクリアを行うまで、A/D

起動要求がマスクされます。 

3.1.9  故障診断機能  

12 ビット A/D コンバータユニットの入力電圧において、上限基準電圧(AVRH)、または下限基準電圧(AVRL)を設定

して、A/Dコンバータの故障を診断する自己診断機能を搭載しています。 

3.2 A/D起動調停の機能について 

A/D起動調停は、A/Dコンバータのユニットごとにあります。 

 A/D起動調停は、調停回路, A/D起動トリガ生成, およびアナログチャネル番号選択で構成されます。 

 A/D起動コンペアからの起動要求の調停を行い、起動トリガ, A/D変換キャンセル信号, およびアナログチャネル

番号を生成します。 

起動トリガは、各 A/D起動コンペアからの起動要求から 1つを選択して生成します。A/D起動調停では各 A/D

起動コンペアの起動要求が競合した場合、以下のような優先制御を行います。 

 A/D変換停止中に優先度が同じ起動要因が発生した場合 

起動チャネルの若い番号のものから処理します。 

 A/D変換停止中に優先度が異なる起動要因が発生した場合 

優先度の高い起動要因から処理します。 

 A/D変換中に優先度の高い起動要因が発生した場合 

現在の変換を中断して優先度の高い起動要因を処理します。その変換後、再度調停されて中断した起動要因を

再起動します。 

 A/D変換中に優先度の低い起動要因が発生した場合 

現在の変換終了後に再度調停されて低い起動要因を処理します。 

 A/D変換中に優先度が同じ起動要因が発生した場合 

現在の変換終了後に再度調停されて優先度が同じ起動要因を処理します。 

3.3 A/Dコンバータ制御の機能について 

12 ビット A/D コンバータユニット 0, 1 において、アナログ入力端子がそれぞれ割り振られています。アナログ入力

端子に入力されたアナログ電圧(入力電圧)をデジタル値に A/D 変換する機能があり、以下のような仕様になっていま

す。 

 変換方式は、サンプルホールド回路付き RC逐次変換比較方式です。 

 アナログ入力端子はレジスタで選択できます。(A/Dコンペア起動部にて設定します。) 

 A/D変換は、1回の起動要因の入力で 1回の変換を行います。 

 A/D変換中に、再度、起動信号が入力された場合は、再起動を行います。(再起動機能) 

 A/D変換中に、A/D変換キャンセル信号を受信すると現在の処理を停止、初期化します。(強制停止機能) 

 サンプリング時間の設定は、全チャネル共通のサンプリング時間設定と、チャネルごとのサンプリング時間設定

の選択ができます。 
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3.4 構成 

12ビット A/Dコンバータの構成を示します。 

3.4.1  A/D 起動コンペアの構成  

A/D起動コンペアの構成を以下に示します。 

 

図 1  A/D起動コンペアの構成図(n=31, A/Dコンバータユニット 0) 

 

 PWM1-[n]タイマ(A/D起動チャネル 1-[n]用) 

PWM0 

タイマ 
 

/PWMタイマ 
 

 /PWMタイマ 
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3.4.2  A/D 起動調停の構成  

A/D起動調停の構成を以下に示します。 

 

図 2  A/D起動調停の構成図 

 

 

 

 

 

 

PWMタイマ起動要求 32～63 

 

/PWMタイマ起動要求 0～31 
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32～63 
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http://www.cypress.com/


 

S6J3110 / S6J3120 シリーズ A/Dコンバータの使用方法 
 

 www.cypress.com Document No. 002-04458 Rev. *B 6 

 

3.4.3  A/D コンバータ制御の構成  

12ビット A/Dコンバータ制御の構成を以下に示します。 

 

図 3  12ビット A/Dコンバータ制御の構成図(n=32, A/Dコンバータユニット 0) 
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3.5 A/Dコンバータの設定手順 

3.5.1   設定手順例  

A/D変換機能の設定フローと設定項目例を以下に示します。 

 

図 4  A/D変換機能の設定例 

 

 

表 1 A/D変換機能の設定項目例 

設定項目 設定値 

アナログ入力端子 AN14 

サンプリング時間 1.3µs 

コンペア時間 0.8µs 

起動チャネル チャネル 0 

起動要因 ソフトウェア起動 

A/D変換モード リピート変換 

A/D変換データ保護機能 無効 

A/D変換終了割込み処理 有効 

A/D変換レンジ比較機能 有効 

A/D変換レンジ比較検出による割込み処理 有効 

 

上記図 4の各項目の設定について示します。 

A/D変換時間の設定 

起動チャネルと起動要因の設定 

レンジ比較機能の設定 

A/D変換動作開始設定 

終了 

アナログ入力許可設定 

A/D変換処理設定開始 

割込み処理ルーチンの設定 

・A/D変換終了割込み処理 

・A/D レンジ比較検出割込み処理 

終了 
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3.5.1.1 アナログ入力許可設定 

アナログ入力許可設定は、アナログ入力制御レジスタ(ADER)によって行います。本レジスタは、キーコード対象レ

ジスタです。キーコード対象レジスタの設定方法については S6J3110 / S6J3120 Series HARDWARE MANUAL の

12 Bit-A/D Converter章の 4.1.1.Key Code Registerを参照してください。本アプリケーションノートの設定例では、

アナログ入力端子 AN14を使用します。 

 

図 5 アナログ入力許可の設定フロー 

 

 

アナログ入力端子の設定 (AN14) 

ADER_ADER0=0x00004000 

ADER レジスタのキーコード設定 

アナログ入力許可設定 

終了 
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3.5.1.2 A/D 変換時間の設定 

A/D変換時間の設定において、コンペア時間, サンプリング時間の設定, サンプリング時間のチャネル共通設定を行い

ます。これらは、A/Dモード設定レジスタ(ADMD)によって行います。 

 

図 6  A/D変換時間の設定フロー 

 

※ S6J311Eにおいて周辺クロックが 36MHzの場合 

サンプリング時間設定 

(48周辺クロックサイクル:1.3µs※) 

ADC0_ADMD0_ST=3 

サンプリング時間の全チャネル共通設定 

ADC0_ADMD0_STPCEN=0 

A/D変換時間の設定 

終了 

コンペア時間設定 

(28周辺クロックサイクル:0.8µs※) 

ADC0_ADMD0_CT=0 
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3.5.1.3 起動チャネルと起動要因の設定 

起動チャネルは、A/D 起動トリガ拡張レジスタ(ADTECS)で設定します。起動要因は、A/D 起動トリガ制御状態レジ

スタ(ADTCS)と上記 ADTECS レジスタで設定します。また、割込み要求禁止設定, リピート変換モード設定, A/D

データレジスタ保護無効設定を ADTCSレジスタで設定します。 

 

図 7  A/D変換の起動チャネルと起動要因の設定フロー 

 

 

A/D起動要因設定(ソフトウェア起動) 

ADTCS0:STS[1-0]=0 

ADTECS0:STS2=0 

割込み要求禁止設定 

ADTCS0:INTE=0 

リピート変換モード設定 

ADTCS0:RPT=1 

A/Dデータレジスタ保護無効設定

ADTCS0:PRT=0 

終了 

起動チャネルと起動要因の設定 

起動チャネルの選択 

ADTECS0:CHSEL[4-0]=14 
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以下にプログラム例を示します。 

 

図 8  アナログ入力設定から起動要因設定までのプログラム例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

void AD_Init(void) 
{ 
 // KEYCode Register 
 ADER_KEYCDR=0x20000804; 
 ADER_KEYCDR=0x60000804; 
 ADER_KEYCDR=0xA0000804; 
 ADER_KEYCDR=0xE0000804; 
 ADER_ADER0=0x00004000;//Analog input (AN14) 
 
 //All Channel Sampling time common 
 ADC0_ADMD0_STPCEN=0; 
  
 //Sampling time setting 
 ADC0_ADMD0_ST=3; 
 
 //Compare time setting 
 ADC0_ADMD0_CT=0; 
  
  
 // A/D Activation Trigger Extended Control Resgister 
 // Analog Channel select 
 ADC0_ADTECS0_CHSEL=14; 
   
 // Activation factor setting (Software trigger) 
 ADC0_ADTCS0_STS=0; 
 ADC0_ADTECS0_STS2=0; 
  
 // A/D Interrupt request disable 
 ADC0_ADTCS0_INTE=0; 
  
 //Repeat conversion 
 ADC0_ADTCS0_RPT=1; 
  
 // A/D data register protection disable 
 ADC0_ADTCS0_PRT=0; 
} 

←アナログ入力許可設定 

←サンプリング時間設定 

←コンペア時間設定 

←全チャネル共通サンプリング時間設定 

←起動チャネル 0を選択 

←A/D起動要因設定 

←A/D割込み要求禁止設定 

←リピート変換モード設定 

←A/Dデータレジスタ保護無効設定 
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3.5.1.4 レンジ比較機能の設定 

レンジ比較機能は、レンジ比較制御レジスタ(ADRCCS)で設定します。ADRCCS レジスタでレンジ比較実行許可設

定, 上下限閾値設定の組合せ, レンジ範囲内外の検出設定, レンジ比較割込み要求許可設定, レンジ比較結果の連続検

出回数設定を行います。また、レンジ比較の上下限閾値を上下限閾値設定レジスタ(ADRCUT), 下限閾値設定レジス

タ(ADRCLT)で行います。レンジ比較機能の動作詳細については、＜参考＞レンジ比較機能の動作について(P17)を

参照してください。 

図 9  A/D変換レンジ比較機能の設定フロー 

 

レンジ比較上下限閾値設定 

・上限値設定レジスタ 

ADRCUT0:C[11-0]=0x800 

・下限値設定レジスタ 

ADRCLT0:C[11-0]=0x555 

レンジ範囲内検出設定 

ADRCCS0:RCOIRS=1 

レンジ比較割込み要求許可設定 

ADRCCS0:RCOIE=1 

レンジ比較結果連続検出回数設定 

ADRCCS0:RCOCD[2-0]=1 

終了 

レンジ比較機能の設定 

レンジ比較実行許可設定 

ADRCCS0:RCOE=1 

上下限閾値設定の組合せ選択 

ADRCCS0:RCOTS[1-0]=1 
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以下にプログラム例を示します。 

 

図 10  A/Dレンジ比較機能におけるプログラム例 

 

 

 

void AD_RangeCompare(void) 
{ 
 // A/D Range comparison execution enable  
 ADC0_ADRCCS0_RCOE=1; 
  
 // A/D Upper threshold setting  
 ADC0_ADRCUT0_C=0x800; 
  
 // A/D Lower threshold setting  
 ADC0_ADRCLT0_C=0x555; 
  
 // A/D Upper and Lower threshold (ADRCUT0/ADRCLT0) 
 ADC0_ADRCCS0_RCOTS=0; 
  
 // A/D Inside check setting 
 ADC0_ADRCCS0_RCOIRS=1; 
  
 // A/D Range comparison interrupt request enable 
 ADC0_ADRCCS0_RCOIE=1; 

  
 // A/D Continue detection count(1) 
 ADC0_ADRCCS0_RCOCD=1; 
} 

←レンジ比較実行許可設定 

←レンジ比較上限閾値設定 

←レンジ比較下限閾値設定 

←上下限閾値設定の組合せ設定 

←レンジ範囲内検出設定 

←レンジ比較割込み要求許可設定 

←レンジ比較結果の連続検出回数設定 
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3.5.1.5 A/D 変換動作開始設定 

A/D 変換の動作開始設定は、A/D ソフトウェア起動チャネル選択レジスタ(ADTSE)でソフトウェア起動チャネルを設

定し、A/D起動トリガ制御状態レジスタ(ADTCS)で A/D変換割込み要求を許可します。 

それから、A/Dソフトウェア起動レジスタ(ADTSS)にて、STARTビットにより、A/D変換機能を起動します。 

以下に A/D変換動作開始の設定フローを示します。 

 

図 11  A/D変換動作開始における設定フロー 

 

以下にプログラム例を示します。 

 

図 12  A/D変換動作開始におけるプログラム例 

 

終了 

A/D ソフトウェア起動チャネル有効設定 

ADTSE0:ADT0=1 

A/D変換割込み要求許可 

ADTCS0:INTE=1 

A/D変換を起動 

ADTSS0:START=1 

A/D変換動作開始設定 

void AD_Start(void) 
{ 
 // A/D software activation channel enable 
 ADC0_ADTSE0_ADT0=1;  
  
 // A/D Interrupt request enable 
 ADC0_ADTCS0_INTE=1; 
    
 // A/D conversion activation 
 ADC0_ADTSS0_START=1; 
  
} 

←A/Dソフトウェア起動チャネル有効設定 

←A/D変換を起動(ソフトウェア起動) 

←A/D変換割込み要求許可 
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3.5.1.6 割込み処理ルーチンの設定 

割込み処理ルーチンの設定について以下に示します。 

A/D 変換終了の割込み処理とレンジ比較機能の割込み処理ルーチンにおける設定フローを示します。A/D 変換終了時

に割込み処理を設定できます。この処理では、A/D データレジスタ(ADTCD)にて A/D 変換データの読出しを行い、

A/D起動トリガ制御状態クリアレジスタ(ADTCSC)で、A/D変換要求の割込みフラグをクリアします。 

 

図 13  A/D変換終了割込みルーチン設定フロー 

 

 

以下にプログラム例を示します。 

 

図 14  A/D変換終了割込み処理ルーチンプログラム例 

 

 

A/Dデータ読出し 

ADTCD0:[D11-0] 

A/D変換要求割込みフラグクリア 

ADTCSC0:INTC=1 

A/D変換終了割込み処理ルーチン 

終了 

// A/D Conversion end interrupt routine 
FN_IRQ_DEFINE_BEGIN(Adc_Isr_Adc0_EndOfConversion, INTERRUPTS_IRQ_NUMBER_396) 
{ 

// A/D data get 
AD_data=ADC0_ADTCD0_D; 
 
// A/D interrupt request flag clear 
ADC0_ADTCSC0_INTC=1; 

 
} 
FN_IRQ_DEFINE_END() 

←A/Dデータ読出し 

←A/D変換終了割込みフラグクリア 
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次にレンジ比較機能の割込み処理の設定フローを示します。レンジ比較機能の検出で割込み処理を設定できます。こ

の処理では、レンジ比較フラグクリアレジスタ(ADRCIFC)にて、レンジ比較割込み要因フラグをクリアします。 
 

図 15  レンジ比較検出の割込み処理ルーチン設定フロー 

 

以下にプログラム例を示します。 

 

図 16  レンジ比較機能の割込み処理ルーチンプログラム例 

 

 

レンジ比較割込み要因フラグクリア

ADRCIFC0:RCINTC0=1 

終了 

レンジ比較検出の割込み処理ルーチン 

// A/D Range compare detection interrupt routine 
FN_IRQ_DEFINE_BEGIN(Adc_Isr_Adc0_RangeCompare, INTERRUPTS_IRQ_NUMBER_397) 
{ 

// A/D Range comparison interrupt factor flag clear 
ADC0_ADRCIFC0_RCINTC0=1; 

} 
FN_IRQ_DEFINE_END() 

←レンジ比較割込み要因フラグクリア 
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＜参考＞レンジ比較機能の動作について 

レンジ比較機能の動作について以下に補足します。 

レンジ比較機能は、レンジ比較許可設定時(ADRCCS.RCOE=1)において、A/D 変換が終了し A/D データビット

(ADTCD.D[11-0])にデータが格納されると実行します。レンジ比較は、レンジ比較上下限閾値選択ビット

(ADRCCS.RCOTS[1-0])により選択した上下限閾値設定レジスタ (ADRCUT/ADRCLT)と A/D データビット

(ADTCD.D[11-0])を比較します。上下限閾値と A/D 変換結果の比較による範囲内、または範囲外の確認は以下図 17

のようになります。また、検出対象をまとめたものを表 2に示します。 

− 図 17において、A/D変換結果 1, 4, 5は、範囲内の設定で検出されます。 

− 図 17において、A/D変換結果 2, 3, 6は、範囲外の設定で検出されます。 

図 17  A/D変換レンジ比較機能の動作 
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表 2 レンジ比較上下限閾値選択 

 

 

また、レンジ比較機能では、連続検出回数の設定が可能です。連続検出設定は、レンジ比較結果の連続検出を行いノ

イズなどを除去します。レンジ比較結果の検出を連続検出回数の設定(ADRCCS.RCOCD[2-0])により設定した回数を

検出したとき、レンジ比較割込み要因フラグビット(ADRCIF.RCINT)に 1 が設定されます。連続検出中に一度でも 

レンジ比較結果が未検出となった場合、連続検出のカウントは、0回にクリアされ測定をやり直します。 
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4 使用するレジスタについて 

A/D変換機能の基本的な設定で示したレジスタ詳細を以下に示します。 

4.1 アナログ入力制御レジスタ (ADER) 

アナログ入力制御レジスタ(ADER)は、アナログ入力を制御するレジスタです。 

このレジスタは、キーコード対象レジスタになります。キーコードレジスタの設定方法については、 

S6J3110 / S6J3120 Series HARDWARE MANUALの 12 Bit-A/D Converter章の 4.1.1.Key Code Registerを参照して

ください。 

表 3アナログ入力制御レジスタの設定内容  

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

31-0 ADE[31-0] アナログ入力許可ビット 1 アナログ入力許可 

※アナログ入力チャネルが Channel14の場合、ADE14=1を設定します。 

4.2 A/Dモード設定レジスタ(ADMD) 

A/Dモード設定レジスタ(ADMD)は、A/D変換のコンペア時間やサンプリング時間に関する設定を行います。 

表 4 A/Dモード設定レジスタの設定内容  

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

7 STPCEN 
チャネルごとのサンプリング時間設定許可

ビット 
0 全チャネル共通のサンプリング時間設定 

6-4 Reserved 予約 0 － 

3-2 CT[1-0] コンペア時間設定ビット 0 28周辺クロックサイクル設定    

1-0 ST[1-0] サンプリング時間設定ビット 3 48周辺クロックサイクル設定  

 

4.3 A/D起動トリガ拡張制御レジスタ (ADTECS) 

A/D起動トリガ拡張制御レジスタ(ADTECS)は、起動要因選択およびアナログ入力チャネルの選択を行います。 

表 5 A/D起動トリガ拡張制御レジスタの設定内容  

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

15-9 Reserved 予約 0 － 

8 STS2 A/D起動要因選択ビット 0 ソフトウェア起動 

7-5 Reserved 予約 0 － 

4-0 CHSEL[4-0] アナログチャネル選択ビット 14 チャネル 14 

http://www.cypress.com/


 

S6J3110 / S6J3120 シリーズ A/Dコンバータの使用方法 
 

 www.cypress.com Document No. 002-04458 Rev. *B 20 

 

4.4 A/D起動トリガ制御状態レジスタ (ADTCS) 

A/D 起動トリガ制御状態レジスタ(ADTCS)は、A/D 起動要求確認, 割込み要求の許可, 禁止, 割込み要求の状態確認, 

起動要因選択, 変換モード選択, 保護機能制御, コンペア動作に使用するコンペア値の選択, コンペア値のバッファ制

御, およびアナログ入力チャネルの選択に使用します。 

表 6 A/D起動トリガ制御状態レジスタの設定内容 

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

15  BUSY A/D起動要求中ビット 0 A/D起動要求強制停止 

14 INT 割込み要求フラグビット 0 A/D変換未終了 

13 INTE 割込み要求許可ビット 1 割込み要求出力の許可 

12-11 STS[1-0] A/D起動要因選択ビット 0 ソフトウェア起動 

10 RPT リピート変換選択ビット 1 リピート変換 

9 PRT A/Dデータレジスタ保護有効ビット 0 保護無効 

8 PRTS 
A/Dデータレジスタ保護解除選択

ビット 
0 フラグクリア 

7-6 SEL[1-0] カウント方向選択ビット 0 
アップダウンカウント両方時 

(フリーランタイマ未使用時は無効) 

5 BUFX 
コンペアレジスタバッファ機能制御

ビット 
1 無効 

4 BTS 
コンペアレジスタバッファ転送制御

ビット 
0 上記 BUFX未使用時は無効 

3-0 Reserved 予約 0 － 

※本アプリケーションノートでの設定例では、BUSY, INT, PRTS, SEL[1-0], BUFX, BTSビットは、初期設定の状態

にしています。 

4.5 A/D起動トリガ制御状態クリアレジスタ (ADTCSC) 

A/D 起動トリガ制御状態クリアレジスタ(ADTCSC)は、A/D 起動トリガ制御状態レジスタ(ADTCS)の BUSY ビット、

または INTビットをクリアするレジスタです。 

表 7 A/D起動トリガ制御状態レジスタの設定内容 

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

15 BUSYC BUSYクリアビット 1 ADTCSレジスタの BUSYをクリアする。 

14 INTC INTクリアビット 1 ADTCSレジスタの INTをクリアする。 

13-0 Reserved 予約 0 － 
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4.6 レンジ比較制御レジスタ(ADRCCS) 

レンジ比較制御状態レジスタ(ADRCCS)は、連続検出回数指示および状態確認, 範囲内, 範囲外確認選択, レンジ比較

割込み要求の許可, 禁止, レンジ比較実行許可, 禁止および上下限閾値の選択を行います。 

表 8レンジ比較制御状態レジスタの設定内容 

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

7-5 RCOCD[2-0] 連続検出回数指定, 状態表示ビット 1 連続検出回数 1回 

4 RCOIRS 範囲内, 範囲外確認選択ビット 1 範囲内を確認 

3 RCOIE レンジ比較割込み要求許可ビット 1 レンジ比較割込み許可 

2 RCOE レンジ比較実行許可ビット 1 レンジ比較実行許可 

1-0 RCOTS[1-0] 上下限閾値選択ビット 0 
上限閾値設定レジスタ 0/下限閾値設定レジスタ

0を選択 

4.7 上限閾値設定レジスタ(ADRCUT) 

上限閾値設定レジスタ(ADRCUT)は、レンジ比較で使用する上限閾値を設定します。 

表 9上限閾値設定レジスタの設定内容  

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

15-12 Reserved 予約 0 － 

11-0 C[11-0] 上限閾値ビット 0x800 (※) 上限閾値 

※上記の上限閾値ビットの値は設定例になります。 

4.8 下限閾値設定レジスタ(ADRCLT) 

下限閾値設定レジスタ(ADRCLT)は、レンジ比較で使用する下限閾値を設定します。 

表 10 下限閾値設定レジスタの設定内容  

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

15-12 Reserved 予約 0 － 

11-0 C[11-0] 下限閾値ビット 0x555 (※) 下限閾値 

※上記の下限閾値ビットの値は設定例になります。 
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4.9 A/Dソフトウェア起動チャネル選択レジスタ(ADTSE) 

A/D ソフトウェア起動チャネル選択レジスタ(ADTSE)は、ソフトウェアで A/D 起動要求を行う起動チャネルを選択

するレジスタです。 

表 11 A/Dソフトウェア起動チャネル選択レジスタの設定内容 

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

31-0 ADT[31-0] ソフトウェア起動 1 ソフトウェア起動許可 

4.10 A/Dソフトウェア起動レジスタ(ADTSS) 

A/D ソフトウェア起動レジスタ(ADTSS)は、12 ビット A/D コンバータの A/D 起動要求を行うレジスタです。なお、

起動するチャネルは、A/D ソフトウェア起動チャネル選択レジスタ(ADTSE)で設定される起動されるチャネルに対し

てです。 

表 12 A/Dソフトウェア起動レジスタの設定内容 

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

7-1 Reserved 予約 0 － 

0 START A/D変換起動ビット(ソフトウェア) 1 A/D変換機能を起動 

4.11 A/Dデータレジスタ(ADTCD) 

A/Dデータレジスタ(ADTCD)は、A/D変換結果を格納するレジスタです。 

表 13 A/Dデータレジスタの設定内容 

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

15 ERR 変換データエラーフラグビット 0, 1 変換データが正常(0)、またはエラー(1)を示す。 

14 ERRST 変換データエラー状態ビット 0, 1 

変換データが古い結果(0)、または新しいデータ

(1)に上書きされた状態を示す。上記 ERRビット

がエラーのとき、エラー内容を示す。 

13-12 Reserved 予約 － － 

11-0 D[11-0] A/Dデータビット 0－0xFFF 変換データ 

本レジスタは書込みによる設定は行いません。読出しによるアクセスになります。  
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4.12 レンジ比較フラグレジスタ(ADRCIF) 

レンジ比較フラグレジスタ(ADRCIF)は、レンジ比較結果の連続検出による割込み要因を表示します。対応する起動

チャネルのレンジ比較結果の連続検出によって RCINTビットは、1に設定されます。 

表 14レンジ比較フラグレジスタの設定内容 

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

31-0 RCINT[31-0] 変換データエラーフラグビット 0, 1 
レンジ比較割込み要因クリア状態(0)、 

または要因発生状態(1) 

本レジスタの特定の RCINT ビットをクリアする場合は、ARDCIFC レジスタの RCINTC ビットにおいて 1 を設定し

てクリアしてください。RCINTビットは読出しアクセスのみです。 

4.13 レンジ比較フラグクリアレジスタ(ADRCIFC) 

レンジ比較フラグクリアレジスタ(ADRCIFC)は、レンジ比較フラグレジスタ(ADRCIF)のビットをクリアするために

使用します。 

表 15レンジ比較フラグクリアレジスタの設定内容 

ビット ビット名 説明 
レジスタ設定 

設定値 設定内容 

31-0 RCINTC[31-0] レンジ比較割込み要因フラグクリアビット 1 
ADRCIFレジスタの RCINTをクリアす

る 

5 参考文書 
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6 改訂履歴 
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ドキュメント番号: 002-04458 

Revision ECN 変更者 発行日 変更内容 

** - KHAS 07/31/2015 スパンションアプリケーションノート S6J3110_AN708-00015-1v0-Jをサイプレスとして登録

したものです。 

*A 5605394 KHAS 01/27/2017 これは英語版の 002-04457 Rev. *A を翻訳した日本語版です。 

*B 6179313 YSAT 05/18/2018 Cypressの新ロゴを適用。 
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